
 

夢おいしひとよ 

 
夢おいしひとよ 生きてくために 
違う道を選んだとしても 
あきらめられず 退屈な日々に 
別れを告げる 勇気に気づくのか 
 
少しだけでも 近づくために 
触れる機会をなんとか増やして 
自分の心 確認しながら 
行動することためらわないで 
 
 
夢おいしひとよ 言葉に出すのが 
恥ずかしくて黙ってたとしても 
やはりこれしかないことになって 
遠回りしても その道ゆくのか 
 
思い通りにならなくても 
続けていく気持ち大切にして 
たとえ何かにつまづいても 
進んでいくことやめたりしないで 
 
正しい道 あるわけでなく 
道なき道をみんな進んでる 
小さな間違いおそらくあるだろう 
誰ひとり同じ道はない 
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